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論 文 内 容 の 要 旨
酸素添加酵素は, 分子状酸素を有機物中にとりこみ, 核開裂反応や水酸化反応を行なう一群の酵素で,
アミノ酸代謝, ホルモン, ビタミンの生合成はじめ種々の生理的に重要な反応に関与している｡ しかしな
がら従来, 純粋酵素を大量精製することが難かしく, その酵素反応機構の詳細については不明の点が多か
った ｡
ピロカテカ←ゼは, カテコールを分解して, シス, シスームコン酸を生ずる反応を触媒する酸素添加酵
素である｡ その酵素化学的性質や, 分子量が約80,000の蛋白で 1分子中に 2原子の鉄を含むことなどが報
告されている｡ 著者は純度の高い本酵素を大量に精製したところ, 他の酸素添加酵素と異なり, 著明な赤
色を有していることを認め, この可視部吸収及びその変化を追究するこりにより, 酸素添加酵素の反応機
構を研究した｡
まず本酵素を大量含む菌株, Pseudom onas arvilla を土嚢中より分離し, その音波破砕液より酵素を
精製した｡ 精製酵素の比活性は29.6で, 従来もっとも精製された酵素標品より更に1.5倍精製されており,
超遠心的, 電気泳動的挙動より, 均一な蛋白とみなされた｡
この酵素の中性乃至弱アルカリ性溶液は赤色を呈し, 440m LL に極大吸収を, 390m u より 650m LL にか
けて広範な吸収をもっている｡ 本酵素は鉄以外の補酵素を含有していないため, 可視部吸収は非へム鉄と
蛋白のアミノ酸残基との結合に由来するものと考えられる｡ この鉄は三価鉄のキレー ト剤であるタイロン
と反応して三価鉄キレー トの色を示し, この色の強さの増加と平行して酵素活性が減少した｡ 一方二価鉄
のキレー ト剤では酵素反応は阻害を受けなかった. 酵素を還元すると槌色し, それを酸化するともとの赤
負- もどった｡
更に可視部吸収と酵素活性との関係を検討した｡ 酵素を 4oC に放置すると徐々に失活していくが, そ
れと共に可視部吸収が減少し, 最後に無色の活性のない蛋白となった｡ 同様の現象は酵素溶液の pH の変




この酵素に基質カテコ- ルを嫌気的条件下で加えると 710m LL の吸収が増大し肉眼的にも灰青色を呈し












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 ～
酸素添加酵素は, 重要な生理的意義を有するにもかかわらず, 純粋な酵素を大量に精製することが困難
であるため, その反応機構についてほじゆうらい不明の点が多かった｡
著者は酸素添加酵素の- ? であるピロカテカ- ゼの大量精製に成功し, その純粋標品が可視邦に著明な
吸収を示すことを認め, この吸収と酵素作用との関係を検討し, 反応機構を解明しようと試みた｡
′
まず, 本酵素の分子量, 鉄含量, 酵素化学的性質を調べ, キレ- 卜剤による実験によって, 本酵素中に
含まれている三価鉄が酵素活性の発現に重要な役割を持つことを証明した｡ ついでこの可視部吸収の強さ
は酵素活性に比例すること, 吸収の減少は同時に活性の低下をきたすことを発見した｡ さらに嫌気的条件
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